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1.  平成25年6月期の連結業績（平成24年6月21日～平成25年6月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年6月期 29,284 △2.2 661 △34.6 800 △20.3 538 △12.3
24年6月期 29,953 1.2 1,010 9.0 1,003 21.7 613 18.5

（注）包括利益 25年6月期 1,137百万円 （145.1％） 24年6月期 784百万円 （359.2％）

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり
当期純利益

自己資本当期純利益
率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年6月期 19.45 ― 3.3 3.3 2.3
24年6月期 22.17 ― 3.8 4.2 3.4

（参考） 持分法投資損益 25年6月期  ―百万円 24年6月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年6月期 24,381 17,074 69.0 607.71
24年6月期 23,962 16,371 67.4 583.98

（参考） 自己資本   25年6月期  16,816百万円 24年6月期  16,160百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年6月期 764 △827 △347 3,114
24年6月期 1,918 △218 △1,328 3,384

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年6月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00 387 63.1 2.4
25年6月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00 387 72.0 2.4
26年6月期(予想) ― 7.00 ― 7.00 14.00 76.0

3. 平成26年 6月期の連結業績予想（平成25年 6月 21日～平成26年 6月20日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 13,600 3.7 120 ― 160 ― 96 5.0 3.47
通期 30,400 3.8 800 21.0 850 6.2 510 △5.2 18.43



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 有
③ 会計上の見積りの変更  ： 有
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年6月期 32,459,692 株 24年6月期 32,459,692 株
② 期末自己株式数 25年6月期 4,787,642 株 24年6月期 4,787,420 株
③ 期中平均株式数 25年6月期 27,672,225 株 24年6月期 27,672,353 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、連結財務諸表に対する監査手続きが実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する分析

① 当期の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、政権交代後の積極的な経済政策・金融政策が奏功し円安や株価上昇が進

み、輸出企業を中心に業績の改善が見込めると共に、個人消費にも回復の兆しが現れるなど、景気好転への気運が高

まってまいりました。一方で、海外景気の下振れが、引き続き国内景気に関しても、さらなる下押しリスクとなって

おります。

このような状況のもと、当社グループでは、新規概念商品を中心とした新製品の投入による積極的な販売活動を展

開いたしました。

この結果、当連結会計年度の売上高は 292億 8,434万円（前連結会計年度比 2.2％減）、営業利益は 6億 6,135万

円（前連結会計年度比 34.6％減）、経常利益は 8億 22万円（前連結会計年度比 20.3％減）、当期純利益は 5億

3,823万円（前連結会計年度比 12.3％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

・文具事務用品事業

電子製品におきましては、第２四半期連結会計期間に発売した「マウス型スキャナ」やパスワードマネージャー

「ミルパス」を含む４製品を対象とした首都圏ＪＲ各線での交通広告を展開し、当社のユニークなデジタル文具の認

知獲得と売上拡大を図ってまいりました。その他、タッチパネルクリーナー「iコロコロ」や４つのカメラで360°録

画できる「ミーティングレコーダー」などは新しい概念の商品として、ＴＶや雑誌など多くのメディアにも取り上げ

られる機会も多く、大きな反響を頂くことができました。また、ラベルライターでは、女性をターゲットに絞った

「ガーリーテプラ」を発売し、りぼんテープやマスキングテープなどと共に女性や家庭に向けた商品として市場開拓

に努めてまいりました。

ステーショナリーにおきましては、ファイルに収納した書類を手軽にデジタル化できる「ショットドッグス」シリ

ーズを発売し「デジアナ文具」のより一層の充実を図ってまいりました。また、人気の「ショットノート」では、多

くの企業に商標や認識マーカーに対するライセンス供与を行い、今後も様々なジャンルでの商品展開を予定しており

ます。

この結果、文具事務用品事業の売上高は 253億 2,751万円（前連結会計年度比 1.0％減）、営業利益は 3億 9,620

万円（前連結会計年度比 34.7％減）となりました。

・ライフスタイル雑貨事業

㈱ラドンナでは、癒しのカラーの「リラクゼーション」グッズを、また㈱Ｇクラッセでは、女性向け「防災・防

犯・アウトドア」を商品コンセプトの中心に置き、お客様の生活に彩りと癒しを与える新製品の拡販に努めてまいり

ました。㈱アスカ商会では、最新トレンドを取り入れた高品質なアーティフィシャル・フラワーを提案してまいりま

した。

この結果、ライフスタイル雑貨事業の売上高は、 39億 5,682万円（前連結会計年度比 9.2％減）、営業利益は 2

億 740万円（前連結会計年度比 43.0％減）となりました。

② 次期の見通し

新政権下の経済政策は一定の効果が現れつつあるものの、実態経済への影響は依然不透明な状況で推移しており、

楽観できるものではありません。

こうした経済環境のなか、「ポメラ」を皮切りにヒットを量産しているデジタル文具は、「マウス型スキャナ」を

はじめ、多くの新製品を送り出しました。新年度に入りましても、スマートフォンを充電できるノートカバー「バテ

リオ」を発売いたしました。今後も独創的なアイデアで便利な商品を提供できるよう努めてまいります。

一方、ファイルやラベルライターといった基盤事業の強化を図るとともに、ライフスタイル雑貨などの製品開発に

も一層注力することで、業績の向上に努めてまいります。

最後に、当社の海外生産拠点はベトナム、インドネシア、マレーシアにありますが、中国企業の製造コストの上昇

が続く中、当社生産拠点の競争力が優位になってきております。この好機を逃さず、さらなる原価の低減を図ること

で、ファイル市場のシェア拡大と利益確保に努めたいと考えております。

上記施策により、次期におきましては、売上高 304億円（前連結会計年度比 3.8％増）、営業利益 8億円（前連結

会計年度比 21.0％増）、経常利益 8億 5,000万円（前連結会計年度比 6.2％増）、当期純利益 5億 1,000万円（前

連結会計年度比 5.2％減）を計画しております。

１．経営成績・財政状態に関する分析
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（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末と比較して 4億 1,881万円増加し、243億 8,152万円となりま

した。これは主に、現金及び預金や受取手形が減少した一方で、株価上昇による投資有価証券の増加や、商品及び

製品や材料、仕掛品が増加したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末と比較して 2億 8,388万円減少し、73億 746万円となりました。これは主に短期借入

金や退職給付引当金が増加した一方で、未払金や長期借入金が減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末と比較して 7億 269万円増加し、170億 7,405万円となりました。これは主に新株

予約権の減少がある一方、利益剰余金やその他の包括利益累計額の増加等があったことによるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較して 2億 

6,976万円減少（前連結会計年度比 8.0％減）し、31億 1,463万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前連結会計年度に比べ 11億 5,390万円減少し、 7億 6,439万円となりまし

た。これは主に、税金等調整前当期純利益 8億 771万円、減価償却費 6億 6,215万円があった一方、たな卸資産の

増加額 4億 714万円等があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、前連結会計年度に比べ 6億 870万円増加し、 8億 2,755万円となりました。こ

れは主に、有形及び無形固定資産の取得による支出 7億 2,384万円等があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、前連結会計年度に比べ 9億 8,017万円減少し、 3億 4,797万円となりました。

これは主に、短期借入金の純増額 6億4,000万円に対し、長期借入金の返済による支出６億円や配当金の支払いに

よる支出 3億 8,847万円等があったことによるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

※ いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

※ 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

※ キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを使用しております。

※ 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社の配当政策は、株主への一層の利益還元と機動的な経営施策遂行のための内部留保を総合的に考慮して決定し

ております。

当期におきましては、１株当たりの期末普通配当７円を、平成25年９月19日開催の定時株主総会にお諮りする予定

であります。なお、当期における中間配当は、１株当たり７円で実施しておりますので、年間配当は１株当たり14円

となる予定であります。

次期の配当につきましては、中間配当７円、期末配当７円の合計14円を予定しております。

平成21年６月期 平成22年６月期 平成23年６月期 平成24年６月期 平成25年６月期

自己資本比率（％） 62.1 64.1 65.5 67.4 69.0

時価ベースの自己資本比率

（％）
78.7 78.4 70.0 73.9 82.9

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年）
－ 4.7 4.8 1.6 4.1

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
－ 12.0 14.9 42.7 17.6
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当社の企業集団は、当社および子会社９社により構成されており、ステーショナリー・電子製品などの企画・製造販

売およびこれらに附帯する事業活動を行う文具事務用品事業と、フォトフレーム・時計・その他の雑貨小物の企画・販

売を行うライフスタイル雑貨事業を展開しております。

文具事務用品事業においては、ファイルの製造は、海外子会社であります P.T.KING JIM INDONESIA および KING 

JIM(VIETNAM)Co.,Ltd. で行っており、ファイル用とじ具の製造は、KING JIM(MALAYSIA)SDN.BHD.で行っております。

また、海外の販売子会社として、著しい経済成長を続ける中国市場でのファイル販売等を行う錦宮（上海）貿易有限公

司があり、その他、当社の附帯事業としてオフィスサービス業を営んでいる㈱キングビジネスサポートがあります。

ライフスタイル雑貨事業においては、㈱ラドンナがフォトフレーム等の室内装飾雑貨企画・販売業を、㈱Ｇクラッセ

が個人向けファイルおよび時計・雑貨等の企画・販売業を、また、㈱アスカ商会がアーティフィシャル・フラワーやイ

ンテリア雑貨の輸入・企画・販売業をそれぞれ営んでおります。また、錦宮（香港）有限公司が東南アジア市場に対す

る販売拠点として、電子製品機器などの販売ならびに開発・調達関連業務を行っております。

事業系統図は下記のとおりであります。

注．子会社は全て連結子会社であります。

２．企業集団の状況
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（１）会社の経営の基本方針

当社グループは、「独創的な商品を開発し、新たな文化の創造をもって社会に貢献する」ことを経営理念としてお

り、この理念に基づき、「顧客」、「社員」、「株主」、「社会」への責任を明確にした行動指針のもとに事業活動

を営んでおります。

また、創業以来、もの作りに情熱を捧げるメーカーとして、法人から個人までの幅広いニーズを捉え、顧客満足を

追求した商品開発とサービスを「快適な情報活用環境を創造する」企業活動のドメインを主体に、積極的に活動して

まいります。具体的な経営方針は以下のとおりであります。

①当社は事務用・個人用のファイルを中心としたステーショナリーと「テプラ」を中心とした電子製品の２本立ての

事業を今後も拡大し、さらなる成長を目指します。

②企業ドメインを視野に入れた新たな事業開発を進め、今後のさらなる収益力向上に努めます。

③当社は環境に優しい製品設計・生産から企業経営全般に至るまで、環境保全を経営の重要課題として位置付けてお

ります。

④当社グループとして、コンプライアンスとＣＳＲを重視した企業経営を行います。

（２）会社の中長期的な経営戦略と対処すべき課題

当社グループは、「基盤事業の強化」、「育成分野の成長・収益拡大」、「企業体質の強化」を中長期的な経営戦

略の柱とし、変化する経済環境に対応しつつ、便利で快適な商品とサービスを提供し、お客様のニーズに応えてまい

ります。

当社の基盤事業は、ファイルを中心とする「ステーショナリー」と、ラベルライター「テプラ」に大別されます。

キングファイルを中心とするステーショナリーは、すでに成熟市場であることに加えて、リーマンショック以降の世

界的不況とオフィスのデジタル化の進行、低価格志向などで、伸び悩み傾向が続いてまいりました。これらに対処す

べく当社は「デジアナ文具」という新領域を開拓いたしました。「ショットノート」に代表される「デジアナ文具」

は、スマホ連携ノートの草分けとして確固たる地位を築いております。今期もクリアーファイルに収納した書類をス

マホでデジタル化できる「ショットドックス」の発売や、「ショットノート」のバリエーション拡大を図り、高い評

価をいただいております。こうしたデジアナ文具は売上の加算分として業績にも貢献しており、今後も新製品投入を

積極的に行ってまいります。

一方「テプラ」は、リーマンショック以降、売上が鈍化しておりましたが、テプラ本体が昨年から回復基調に転じ

ました。テープ需要は、本体の販売から少し遅れて増加していく傾向があることから、テープの活用促進が今後の課

題と捉えております。また、マスキングテープに印字する「こはる」に続き、１月には女性向けラインナップとして

「ガーリーテプラ」を発表いたしました。「りぼん」テープと併せ、女性の好みにも対応した商品を追加していくこ

とで、さらなる売上拡大を目指してまいります。これら、「ステーショナリー」と「テプラ」の積極的展開によって

基盤事業の強化を図ってまいります。

次に「育成分野の成長・収益拡大」については、デジタル文具事業が該当します。「ポメラ」を皮切りにヒットを

量産している「デジタル文具」は、今期も多くの新製品を送り出しました。マウスでなぞるだけでスキャンできる

「マウス型スキャナ」やタッチパネルクリーナー「iコロコロ」、360°録画できる会議用レコーダー「ミーティング

レコーダー」など新製品を続々と投入いたしました。デジタル文具は発売直後に売上がピークを迎える商品が多いこ

とから、今後も独創的なアイデアで、楽しく便利な商品を提供できるよう努めてまいります。

最後に「企業体質の強化」については、変動費、固定費の削減を進めております。当社の海外生産拠点はベトナ

ム、インドネシア、マレーシアにありますが、中国企業の製造コストの上昇が続く中、当社生産拠点の競争力が優位

になってきております。この好機を逃さず、さらなる原価の低減を図ることで、ファイル市場のシェア拡大と利益確

保に努めてまいります。固定費についても様々な角度から見直しを進めております。これら施策により得られたコス

トダウンメリットは、商品開発の強化や人材の育成に投入してまいります。

３．経営方針
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４．連結財務諸表
（１）連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年６月20日)

当連結会計年度
(平成25年６月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,541,190 3,272,840

受取手形及び売掛金 4,402,278 4,281,751

有価証券 10,465 10,472

商品及び製品 4,807,371 5,003,112

仕掛品 228,024 381,916

原材料及び貯蔵品 963,169 1,180,793

繰延税金資産 239,682 179,272

その他 936,660 803,982

貸倒引当金 △8,127 △14,051

流動資産合計 15,120,713 15,100,090

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,320,288 6,556,504

減価償却累計額 △3,698,211 △3,829,401

建物及び構築物（純額） 2,622,077 2,727,102

機械装置及び運搬具 2,073,216 2,741,334

減価償却累計額 △1,409,657 △1,906,203

機械装置及び運搬具（純額） 663,559 835,131

土地 2,032,510 2,032,510

建設仮勘定 100,075 42,700

その他 2,545,996 2,513,380

減価償却累計額 △2,342,418 △2,306,590

その他（純額） 203,578 206,790

有形固定資産合計 5,621,801 5,844,235

無形固定資産

のれん 115,836 118,522

その他 334,574 388,487

無形固定資産合計 450,410 507,009

投資その他の資産

投資有価証券 1,013,192 1,381,498

繰延税金資産 215,741 53,080

保険積立金 206,071 210,472

前払年金費用 43,124 －

その他 1,461,378 1,479,884

貸倒引当金 △169,718 △194,746

投資その他の資産合計 2,769,788 2,930,189

固定資産合計 8,842,000 9,281,435

資産合計 23,962,714 24,381,525
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年６月20日)

当連結会計年度
(平成25年６月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,561,083 2,348,513

短期借入金 － 640,000

1年内返済予定の長期借入金 600,000 600,000

未払法人税等 90,274 84,548

未払金 675,835 403,647

役員賞与引当金 14,457 12,394

その他 702,149 710,833

流動負債合計 4,643,799 4,799,936

固定負債

長期借入金 2,400,000 1,800,000

繰延税金負債 24,831 24,293

退職給付引当金 127,020 308,870

役員退職慰労引当金 264,565 246,818

資産除去債務 15,874 16,205

負ののれん 2,511 －

その他 112,745 111,343

固定負債合計 2,947,547 2,507,529

負債合計 7,591,347 7,307,466

純資産の部

株主資本

資本金 1,978,690 1,978,690

資本剰余金 2,674,999 2,674,999

利益剰余金 16,524,225 16,660,937

自己株式 △4,230,846 △4,231,006

株主資本合計 16,947,068 17,083,620

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △169,167 44,506

為替換算調整勘定 △617,826 △311,543

その他の包括利益累計額合計 △786,993 △267,037

新株予約権 33,066 －

少数株主持分 178,225 257,475

純資産合計 16,371,367 17,074,059

負債純資産合計 23,962,714 24,381,525
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
（連結損益計算書）

（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日)

当連結会計年度
(自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日)

売上高 29,953,190 29,284,344

売上原価 ※1，※3  18,902,524 ※1，※3  18,590,945

売上総利益 11,050,666 10,693,398

販売費及び一般管理費 ※2，※3  10,039,850 ※2，※3  10,032,040

営業利益 1,010,815 661,358

営業外収益

受取利息 8,188 9,092

受取配当金 30,526 31,126

屑売却益 51,119 69,006

為替差益 － 91,821

貸倒引当金戻入額 11,400 －

その他 40,256 29,162

営業外収益合計 141,491 230,210

営業外費用

支払利息 44,524 40,020

為替差損 22,086 －

減価償却費 27,679 25,022

租税公課 10,268 10,187

その他 43,825 16,115

営業外費用合計 148,384 91,345

経常利益 1,003,922 800,223

特別利益

固定資産売却益 ※4  1,464 ※4  299

資産除去債務戻入益 5,299 －

新株予約権戻入益 36,984 33,066

特別利益合計 43,747 33,365

特別損失

固定資産売却損 ※5  4 ※5  95

固定資産除却損 ※6  18,324 ※6  22,048

投資有価証券売却損 4,155 3,725

投資有価証券評価損 113,718 －

社葬関連費用 18,617 －

特別損失合計 154,820 25,869

税金等調整前当期純利益 892,850 807,719

法人税、住民税及び事業税 142,447 123,383

法人税等調整額 102,894 129,365

法人税等合計 245,341 252,749

少数株主損益調整前当期純利益 647,508 554,969

少数株主利益 33,958 16,731

当期純利益 613,550 538,238
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（連結包括利益計算書）

（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日)

当連結会計年度
(自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日)

少数株主損益調整前当期純利益 647,508 554,969

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 148,804 213,673

為替換算調整勘定 △12,183 368,800

その他の包括利益合計 ※  136,620 ※  582,474

包括利益 784,129 1,137,443

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 763,353 1,058,194

少数株主に係る包括利益 20,775 79,249
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（３）連結株主資本等変動計算書

（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日)

当連結会計年度
(自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日)

株主資本

資本金

当期首残高 1,978,690 1,978,690

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,978,690 1,978,690

資本剰余金

当期首残高 2,674,999 2,674,999

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,674,999 2,674,999

利益剰余金

当期首残高 16,298,088 16,524,225

当期変動額

剰余金の配当 △387,413 △387,411

当期純利益 613,550 538,238

連結子会社の決算期変更に伴う剰余金の増
減

－ △14,114

当期変動額合計 226,136 136,712

当期末残高 16,524,225 16,660,937

自己株式

当期首残高 △4,230,762 △4,230,846

当期変動額

自己株式の取得 △84 △160

当期変動額合計 △84 △160

当期末残高 △4,230,846 △4,231,006

株主資本合計

当期首残高 16,721,016 16,947,068

当期変動額

剰余金の配当 △387,413 △387,411

当期純利益 613,550 538,238

連結子会社の決算期変更に伴う剰余金の増
減

－ △14,114

自己株式の取得 △84 △160

当期変動額合計 226,051 136,552

当期末残高 16,947,068 17,083,620
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日)

当連結会計年度
(自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

当期首残高 △317,971 △169,167

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 148,804 213,673

当期変動額合計 148,804 213,673

当期末残高 △169,167 44,506

為替換算調整勘定

当期首残高 △618,824 △617,826

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 998 306,282

当期変動額合計 998 306,282

当期末残高 △617,826 △311,543

その他の包括利益累計額合計

当期首残高 △936,796 △786,993

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 149,803 519,956

当期変動額合計 149,803 519,956

当期末残高 △786,993 △267,037

新株予約権

当期首残高 70,050 33,066

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △36,984 △33,066

当期変動額合計 △36,984 △33,066

当期末残高 33,066 －

少数株主持分

当期首残高 157,449 178,225

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 20,775 79,249

当期変動額合計 20,775 79,249

当期末残高 178,225 257,475

純資産合計

当期首残高 16,011,720 16,371,367

当期変動額

剰余金の配当 △387,413 △387,411

当期純利益 613,550 538,238

連結子会社の決算期変更に伴う剰余金の増減 － △14,114

自己株式の取得 △84 △160

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 133,595 566,139

当期変動額合計 359,646 702,691

当期末残高 16,371,367 17,074,059
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日)

当連結会計年度
(自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 892,850 807,719

減価償却費 708,297 662,156

のれん償却額 31,051 32,848

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13,781 31,023

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,688 171,118

前払年金費用の増減額（△は増加） 127,552 43,124

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 22,297 △17,747

受取利息及び受取配当金 △38,715 △40,219

支払利息 44,524 40,020

為替差損益（△は益） 14,230 △104,977

固定資産除却損 18,324 22,048

固定資産売却損益（△は益） △1,459 △299

新株予約権戻入益 △36,984 △33,066

資産除去債務戻入益 △5,299 －

投資有価証券売却損益（△は益） 4,155 3,725

投資有価証券評価損益（△は益） 113,718 －

売上債権の増減額（△は増加） △169,815 121,650

たな卸資産の増減額（△は増加） 152,886 △407,146

その他の資産の増減額（△は増加） △227,052 123,703

仕入債務の増減額（△は減少） 412,232 △272,896

未払消費税等の増減額（△は減少） △37,826 △12,962

その他の負債の増減額（△は減少） 65,532 △283,239

その他 △12,642 △3,965

小計 2,078,762 882,619

利息及び配当金の受取額 38,793 39,572

利息の支払額 △44,919 △43,514

法人税等の還付額 15,192 25,647

法人税等の支払額 △169,530 △139,927

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,918,299 764,397
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日)

当連結会計年度
(自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △360 △57,980

投資有価証券の売却及び償還による収入 19,586 7,913

投資有価証券の払戻による収入 4,468 －

保険積立金の積立による支出 △104,400 △4,400

保険積立金の解約による収入 415,436 －

無形固定資産の取得による支出 △57,710 △99,418

有形固定資産の取得による支出 △615,661 △624,423

有形固定資産の売却による収入 6,777 2,182

差入保証金の差入による支出 △63,059 △21,391

差入保証金の回収による収入 112,841 30,331

定期預金の預入による支出 △199 △225

定期預金の払戻による収入 24,153 －

貸付金の回収による収入 44,625 －

事業譲受による支出 － △61,052

その他 △5,345 914

投資活動によるキャッシュ・フロー △218,847 △827,551

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △900,000 640,000

長期借入れによる収入 1,040,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,080,000 △600,000

自己株式の取得による支出 △84 △160

配当金の支払額 △386,917 △388,472

その他 △1,145 657

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,328,147 △347,974

現金及び現金同等物に係る換算差額 △17,764 21,903

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 353,539 △389,225

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

－ 119,459

現金及び現金同等物の期首残高 3,030,860 3,384,399

現金及び現金同等物の期末残高 3,384,399 3,114,633
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該当事項はありません。

１ 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社 ９社

㈱ラドンナ

㈱Ｇクラッセ

㈱キングビジネスサポート

P.T.KING JIM INDONESIA

KING JIM(MALAYSIA)SDN.BHD.

錦宮（上海）貿易有限公司

KING JIM (VIETNAM) Co.,Ltd.

㈱アスカ商会

錦宮（香港）有限公司

(2) 非連結子会社はありません。

２ 持分法の適用に関する事項

該当はありません。

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、㈱ラドンナとP.T.KING JIM INDONESIA、KING JIM(MALAYSIA)SDN.BHD.、㈱アスカ商会および

錦宮（香港）有限公司の決算日は5月31日、㈱Ｇクラッセと㈱キングビジネスサポートの決算日は5月20日、

KING JIM (VIETNAM) Co.,Ltd.の決算日は3月31日、錦宮（上海）貿易有限公司の決算日は12月31日であります。連

結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の財務諸表または仮決算により作成した財務諸表を使用し、連結決算日

との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

当連結会計年度において㈱アスカ商会の決算日を3月31日から5月31日に変更しております。この変更に伴う平成

24年4月1日から平成24年5月31日までの２ヶ月間の損益は、利益剰余金の増減として調整しております。

４ 会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

…決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）

時価のないもの

…移動平均法に基づく原価法

② たな卸資産

商品、製品及び仕掛品

…総平均法に基づく原価法（貸借対照表価額については、収益性の低下による簿価切下げの方法により算

定）

材料及び貯蔵品

…移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額については、収益性の低下による簿価切下げの方法により

算定）

（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

・平成19年3月31日以前に取得したもの

主として、旧定率法を採用しております。

ただし、当社および国内連結子会社については、平成10年4月1日以降に取得した建物（建物附属設備を除

く）については旧定額法を採用しております。

・平成19年4月1日以降に取得したもの

主として、定率法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 7年～50年

機械装置及び運搬具 4年～16年

② 無形固定資産（ソフトウェアおよびリース資産を除く）

定額法によっております。

③ ソフトウェア（自社利用分（リース資産を除く））

社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

④ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法を採用しております。

⑤ 長期前払費用

定額法によっております。

(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

当社および一部の連結子会社においては、債権の貸倒れによる損失に備えるために、一般債権については、

貸倒実績率により、また、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込

額を計上しております。

② 役員賞与引当金

当社および国内連結子会社においては、取締役及び監査役に対する賞与の支給に備えるため、当連結会計年

度末における年間支給見込額に基づき、当連結会計年度において負担すべき額を計上しております。

③ 退職給付引当金

当社および一部の連結子会社においては、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職

給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上して

おります。

過去勤務債務については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による

按分額を費用処理しております。

また、数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（５年）による按分額をそれぞれ発生の翌連結会計年度より費用処理しております。

④ 役員退職慰労引当金

当社および一部の連結子会社においては、役員退職慰労金の支給に充てるため、役員退職慰労金規程に基づ

く期末要支給額を計上しております。

(4) のれんの償却に関する事項

のれんの償却については、20年以内のその投資効果の発現する期間にわたって、均等償却しております。

ただし、金額が僅少なものについては、発生時に一括償却しております。

なお、平成22年４月１日以前に行われた企業結合により発生した負ののれんについては、５年で均等償却し

ております。

(5) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金・要求払預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取

得日から３ヶ月以内に満期日の到来する短期投資からなっております。

(6) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜き方式によっております。
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（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より取得した有形固定資産について、改正後

の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。これによる損益に与える影響は軽微であります。

（ソフトウェア（市場販売目的分）の減価償却方法の変更）

当社は、ソフトウェア（市場販売目的分）の減価償却方法について、従来、見込販売数量に基づく償却額と残存有

効期間に基づく均等配分額を比較し、いずれか大きい額を計上しておりましたが、当第４四半期連結会計期間に新規

取得したものから取得時に即時償却する方法に変更しております。

この変更は、製品開発において、新たな市場創出を目指す新規概念の製品が増加するなど、製品の多様化に伴い販

売見込の算出が困難になったこと、および、製品のライフサイクルの短期化に鑑み、取得時に即時償却することで、

実態をより適切に反映できるものと判断したことによるものであります。

これによる当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微であります。

また、文具事務用品事業の需要期が３月から４月であり、それまでの新製品の販売状況を確認する必要があるた

め、第３四半期連結累計期間までは、従来の方法によっております。

従って、第３四半期連結累計期間は、変更後の方法によった場合に比べて減価償却費が17,924千円少なく計上さ

れ、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ12,549千円多く計上されております。

（ソフトウェア（市場販売目的分）の残存有効期間の変更）

前項に記載したような実態の変化及び減価償却方法の変更を契機に、既存のソフトウェア（市場販売目的分）の残

存有効期間の見直しを行った結果、新規取得分に合わせて残存簿価の一括償却を実施しております。

この結果、従来の方法によった場合と比べ、当連結会計年度の減価償却費が17,634千円増加し、営業利益、経常利

益および税金等調整前当期純利益はそれぞれ12,346千円減少しております。

（連結損益計算書）

前連結会計年度において独立掲記していた「営業外費用」の「シンジケートローン手数料」は、営業外費用の総額

の100分の10以下となったため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を

反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「シンジケートローン手数料」に表示し

ていた 29,000千円は、「その他」として組み替えております。

前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」に含めていた「租税公課」は、営業外費用の総額の100分

の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連

結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「その他」に表示していた 25,094千円

は、「租税公課」10,268千円、「その他」14,825千円として組み替えております。

当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約を締結しております。これ

らの契約に基づく連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（会計上の見積りの変更）

（表示方法の変更）

（連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成24年６月20日）

当連結会計年度
（平成25年６月20日）

当座貸越極度額の総額 千円4,400,000 千円4,200,000

借入実行残高 － 640,000

差引額 4,400,000 3,560,000
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※１ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれてお

ります。

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

※３ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額

※４ 固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

※５ 固定資産売却損の内容は次のとおりであります。

※６ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

（連結損益計算書関係）

前連結会計年度
（自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日）

当連結会計年度
（自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日）

千円226,561 千円159,735

前連結会計年度
（自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日）

当連結会計年度
（自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日）

給料手当 千円3,234,087 千円3,211,344

運賃 1,088,166 1,117,885

退職給付費用 389,388 481,522

役員退職慰労引当金繰入額 22,297 18,211

役員賞与引当金繰入額 14,457 12,394

貸倒引当金繰入額 － 32,655

前連結会計年度
（自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日）

当連結会計年度
（自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日）

千円640,089 千円751,922

前連結会計年度
（自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日）

当連結会計年度
（自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日）

機械装置及び運搬具 千円1,424 千円149

その他（有形固定資産） 39 149

計 1,464 299

前連結会計年度
（自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日）

当連結会計年度
（自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日）

建物及び構築物 千円4 千円－

機械装置及び運搬具 － 95

計 4 95

前連結会計年度
（自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日）

当連結会計年度
（自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日）

建物及び構築物 千円7,570 千円15,844

機械装置及び運搬具 393 1,937

その他（有形固定資産） 4,095 2,548

ソフトウェア 1,125 229

撤去費用 5,139 1,489

計 18,324 22,048
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※ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

（連結包括利益計算書関係）

前連結会計年度
（自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日）

当連結会計年度
（自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日）

その他有価証券評価差額金：

当期発生額 千円△53,124 千円318,095

組替調整額 117,873 3,725

税効果調整前 64,749 321,821

税効果額 84,055 △108,148

その他有価証券評価差額金 148,804 213,673

為替換算調整勘定：

当期発生額 △12,183 368,800

その他の包括利益合計 136,620 582,474
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前連結会計年度（自 平成23年６月21日 至 平成24年６月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注） 普通株式の自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取りによるもの 0千株であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

３．配当に関する事項

（１）配当金支払額

（２）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（連結株主資本等変動計算書関係）

当連結会計年度期首
株式数

（千株）

当連結会計年度
増加株式数

（千株）

当連結会計年度
減少株式数

（千株）

当連結会計年度末
株式数

（千株）

発行済株式

普通株式 32,459 ― ― 32,459

合計 32,459 ― ― 32,459

自己株式

普通株式 （注） 4,787 0 ― 4,787

合計 4,787 0 ― 4,787

区分 新株予約権の内訳
当連結会計年度末残高

（千円）

提出会社（親会社） ストック・オプションとしての新株予約権 33,066

合計 33,066

決議 株式の種類
配当金の
総額

（千円）

１株当たり
配当金
（円）

基準日 効力発生日

平成23年９月14日

定時株主総会
普通株式 193,706 7 平成23年６月20日 平成23年９月15日

平成24年２月２日

取締役会
普通株式 193,706 7 平成23年12月20日 平成24年３月６日

決議 株式の種類
配当金の
総額

（千円）

配当の
原資

１株当たり
配当金
（円）

基準日 効力発生日

平成24年９月19日

定時株主総会
普通株式 193,705 利益剰余金 7 平成24年６月20日 平成24年９月20日
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当連結会計年度（自 平成24年６月21日 至 平成25年６月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注） 普通株式の自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取りによるもの 0千株であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

３．配当に関する事項

（１）配当金支払額

（２）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

当連結会計年度期首
株式数

（千株）

当連結会計年度
増加株式数

（千株）

当連結会計年度
減少株式数

（千株）

当連結会計年度末
株式数

（千株）

発行済株式

普通株式 32,459 ― ― 32,459

合計 32,459 ― ― 32,459

自己株式

普通株式 （注） 4,787 0 ― 4,787

合計 4,787 0 ― 4,787

区分 新株予約権の内訳
当連結会計年度末残高

（千円）

提出会社（親会社） ストック・オプションとしての新株予約権 －

合計 －

決議 株式の種類
配当金の
総額

（千円）

１株当たり
配当金
（円）

基準日 効力発生日

平成24年９月19日

定時株主総会
普通株式 193,705 7 平成24年６月20日 平成24年９月20日

平成25年２月１日

取締役会
普通株式 193,705 7 平成24年12月20日 平成25年３月５日

決議 株式の種類
配当金の
総額

（千円）

配当の
原資

１株当たり
配当金
（円）

基準日 効力発生日

平成25年９月19日

定時株主総会
普通株式 193,704 利益剰余金 7 平成25年６月20日 平成25年９月20日

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前連結会計年度
（自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日）

当連結会計年度
（自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日）

現金及び預金 3,541,190千円 3,272,840千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △167,256 △168,680

有価証券 10,465 10,472

現金及び現金同等物 3,384,399 3,114,633
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リース取引関係、関連当事者情報、税効果会計関係、金融商品関係、有価証券関係、デリバティブ取引関係、退職

給付関係、ストック・オプション等関係、企業結合等関係、資産除去債務関係、賃貸等不動産関係、開示対象特別目

的会社関係に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省

略いたします。

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の分配の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、当社および連結子会社ごとの財務諸表を当社の取締役会に報告しており、これを事業セグメン

トの構成単位としております。また、各セグメントの製品および販売市場の類似性等を考慮したうえでセグメント

を集約しており、当社グループは「文具事務用品事業」と「ライフスタイル雑貨事業」の２つを報告セグメントと

しております。

「文具事務用品事業」は、主として、当社、P.T.KING JIM INDONESIA、㈱キングビジネスサポート、KING JIM 

(MALAYSIA) SDN.BHD.、錦宮（上海）貿易有限公司およびKING JIM (VIETNAM) Co.,Ltd.が展開し、ステーショナリ

ー（ファイル、ＯＡサポート用品等）、電子製品（テプラ、ポメラ他）等の製造・販売を行っております。

「ライフスタイル雑貨事業」は、主として、㈱Ｇクラッセ、㈱ラドンナ、㈱アスカ商会および錦宮（香港）有限

公司が展開し、室内装飾雑貨（フォトフレーム、アロマ関連商品、時計、アーティフィシャル・フラワー他）等の

企画・販売を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成23年６月21日 至 平成24年６月20日）

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益の調整額 40,599千円及び、セグメント資産の調整額 △714,878千円はセグメント間取引

消去に伴う調整等であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（開示の省略）

（セグメント情報等）

セグメント情報

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２

文具事務用品
事業

ライフスタイル
雑貨事業

計

売上高

外部顧客への売上高 25,594,045 4,359,145 29,953,190 － 29,953,190

セグメント間の内部売上高
又は振替高

27,111 142,372 169,483 (169,483) －

計 25,621,156 4,501,517 30,122,674 (169,483) 29,953,190

セグメント利益 606,544 363,671 970,216 40,599 1,010,815

セグメント資産 21,186,339 3,491,252 24,677,592 (714,878) 23,962,714

その他の項目

減価償却費 665,412 43,087 708,499 (202) 708,297

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

656,964 18,527 675,491 (237) 675,254
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当連結会計年度（自 平成24年６月21日 至 平成25年６月20日）

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益の調整額 57,745千円及び、セグメント資産の調整額 △651,094千円はセグメント間取引

消去に伴う調整等であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

該当事項はありません。

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２

文具事務用品
事業

ライフスタイル
雑貨事業

計

売上高

外部顧客への売上高 25,327,517 3,956,827 29,284,344 － 29,284,344

セグメント間の内部売上高
又は振替高

54,749 144,664 199,414 (199,414) －

計 25,382,267 4,101,492 29,483,759 (199,414) 29,284,344

セグメント利益 396,208 207,404 603,612 57,745 661,358

セグメント資産 21,652,960 3,379,659 25,032,619 (651,094) 24,381,525

その他の項目

減価償却費 628,654 33,657 662,312 (155) 662,156

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

741,912 11,451 753,363 (127) 753,235

（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日）

当連結会計年度
（自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日）

１株当たり純資産額 円583.98 円607.71

１株当たり当期純利益金額 円22.17 円19.45

前連結会計年度
（自 平成23年６月21日
至 平成24年６月20日）

当連結会計年度
（自 平成24年６月21日
至 平成25年６月20日）

当期純利益（千円） 613,550 538,238

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る当期純利益（千円） 613,550 538,238

期中平均株式数（株） 27,672,353 27,672,225

（重要な後発事象）
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